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発
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
形
を
整
え

て
ゆ
く
ま
で
は
、
め
ま
ぐ
る
し
い

制
度
の
改
廃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

政
府
は
明
治
十
一
年
「
郡
区
町

村
編
成
法
」
等
を
公
布
し
て
、
明

治
十
二
年
新
し
く
全
道
九
十
郡
区

八
百
二
十
六
町
村
を
作
り
、
明
治

十
三
年
本
道
に
初
め
て
統
一
さ
れ

た
戸
長
役
場
が
誕
生
し
ま
し
た
。

村
と
い
っ
て
も
人
口
の
少
な
い

所
で
は
単
独
で
戸
長
を
置
く
こ
と

が
で
き
ず
、
こ
の
と
き
に
は
郡
区

役
所
を
置
い
た
の
は
二
十
一
、
戸

長
役
場
は
百
三
十
六
し
か
置
か
ず
、

大
方
の
戸
長
役
場
は
二
つ
以
上
の

村
の
面
倒
を
見
る
こ
と
と
な
り
、

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
虻
田

郡
各
村
戸
長
役
場
が
虻
田
村
に
設

置
さ
れ
、
虻
田
、
振
苗
、
弁
辺
、

礼
文
四
村
を
管
轄
し
ま
し
た
。

戸
長
役
場
に
は
今
の
よ
う
な
村

議
会
は
な
く
、
総
代
人
の
制
度
が

あ
る
の
み
で
し
た
。

当
時
の
虻
田
村
は
、
現
在
の
倶

平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
、

洞
爺
村
は
、
虻
田
町
と
合
併
し
、

洞
爺
湖
町
と
し
て
新
た
な
歴
史
を

刻
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
十
月
発
刊
さ
れ

た
「
洞
爺
村
史
」
等
の
資
料
か
ら

そ
の
歩
み
の
概
略
を
辿
り
ま
す
。

明
治
十
九
年
に
虻
田
郡
下

の
人
口
七
百
七
人

明
治
の
新
政
府
が
で
き
る
と
、

地
方
自
治
の
制
度
も
政
府
の
方
針

に
従
っ
て
、
今
ま
で
幕
府
が
行
っ

て
き
た
町
や
村
の
形
か
ら
大
き
く

変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。

北
海
道
の
場
合
は
自
治
制
が
と

ら
れ
て
い
た
の
は
、
松
前
藩
の
領

地
で
あ
る
渡
島
と
、
小
樽
の
よ
う

に
土
着
の
和
人
が
多
く
な
っ
た
限

ら
れ
た
蝦
夷
地
だ
け
で
、
そ
れ
以

外
は
町
も
村
も
な
い
無
か
ら
の
出

知
安
、
京
極
、
留
寿
都
、
喜
茂
別
、

真
狩
、
ニ
セ
コ
、
虻
田
、
洞
爺
の

各
町
村
を
含
め
た
広
大
な
面
積
で

あ
り
、
明
治
十
九（
一
八
八
六
）
年
、

虻
田
郡
下
の
戸
数
は
、
百
六
十
二

戸
、
人
口
七
百
七
人
（
北
海
道
勧

業
年
報
）
で
し
た
。

香
川
県
移
住
団
が
洞
爺
開
拓

北
海
道
庁
が
明
治
十
九
年
に
設

置
さ
れ
、
北
海
道
の
開
拓
が
よ
う

や
く
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
明
治
二

十
（
一
八
八
七
）
年
五
月
十
日
、

三
橋
政
之
を
団
長
と
す
る
香
川
県

の
移
住
団
二
十
二
戸
、
七
十
六
名

が
、
密
林
に
覆
わ
れ
た
洞
爺
の
地

に
第
一
歩
を
印
し
ま
し
た
。

今
の
大
原
に
仮
小
屋
を
建
て
、

共
同
開
墾
に
よ
り
苦
労
の
末
に
播

き
付
け
た
作
物
は
、
九
月
初
め
の

早
霜
の
た
め
、
わ
ず
か
の
芋
と
そ

ば
の
ほ
か
は
一
物
も
収
穫
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

三
橋
団
長
は
、
次
の
年
へ
の
資

金
の
準
備
に
奔
走
し
、
農
民
は
伊

達
、
室
蘭
の
方
へ
出
稼
ぎ
に
で
て

飢
え
を
し
の
ぎ
春
を
迎
え
た
が
、

そ
の
年
も
結
果
は
前
年
と
同
じ
で

し
た
。

こ
の
土
地
に
見
切
り
を
つ
け
よ

う
の
声
が
さ
さ
や
か
れ
る
な
か
で

団
長
は
移
住
民
全
員
を
三
樹
の
下

に
集
め
、
三
樹
が
同
じ
場
所
で
共

に
繁
っ
て
い
る
こ
と
に
た
と
え
、

互
い
に
助
け
合
っ
て
最
初
の
目
的

を
達
す
る
た
め
、
一
層
の
団
結
を

訴
え
、
離
散
を
食
い
止
め
る
一
方
、

国
、
道
庁
に
働
き
か
け
湖
畔
に
十

四
万
坪
の
貸
下
げ
の
許
可
を
取
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
、

第
二
次
香
川
移
住
団
八
十
余
戸
が

今
の
市
街
地
区
や
香
川
に
入
り
、

明
治
二
十
四
年
に
は
林
竹
太
郎
を

中
心
と
す
る
伊
達
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
手
に
よ
っ
て
旭
浦
に
本
道
最
初

の
孤
児
院
が
誕
生
し
、
明
治
二
十

八
年
そ
の
基
本
財
産
と
し
て
払
下

げ
を
受
け
た
成
香
の
六
百
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
数
十
戸
の
小
作
人
が
入
り

入
植
以
前

虻
田
郡
各
村
戸
長
役
場
所
属


